
群馬県昭和村橋梁長寿命化修繕計画

令和5年9月

群　馬　県　利　根　郡　昭　和　村
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１．長寿命化修繕計画の目的

１）背景

２）目的

２．長寿命化修繕計画の対象橋梁

うち2023年度計画策定橋梁数

うちこれまでの計画策定橋梁数

長寿命化修繕計画の対象：

・緊急輸送路に位置する橋梁

・桁下に道路がある橋梁

・観光地へのアクセス道路に位置する橋梁

・バス路線に位置する橋梁

・市町村間を結ぶ路線に位置する橋梁

・国道，主要地方道へのアクセス路線に位置する橋梁

・近隣に重要な施設がある橋梁

　今後高齢化する道路橋の急速な増大に対応するため、従来の対症療法的な修繕および架

替えから、予防保全的な修繕および長寿命化修繕計画に基づく架替えへと円滑な政策転換

を図ります。これにより橋梁の長寿命化および橋梁の修繕・架替えに係わる費用の縮減を

図り、地域道路網の安全性・信頼性を確保することを目的とします。

　昭和村が管理する橋梁は、2023年5月現在で163橋架設されています。

　このうち、建設後50年を経過する橋梁は、全体の1％を占めており、20年後の2043年度

には、37％程度に増加します。

今後、管理する橋梁の老朽化が急速に進むことから、従来の事後保全型の維持管理を継続

した場合、そのために必要なコストが膨大となり、厳しい財政状況の中で安全性・信頼性

の確保のための適切な維持管理を続けることが難しくなる恐れがあります。
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３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針

１）健全度の把握の基本的な方針

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針

４．対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針

【長寿命化修繕計画の基本方針】

ａ)点検計画

ｂ)修繕計画

c)費用の縮減に関する方針

　健全度の把握については、「群馬県橋梁点検要領（最新版）」に基づき5 年に1 回の頻
度で実施する定期点検と、2 年に1 回の頻度で行う簡易点検を基本とします。

◆点検は、5 年に1 回の頻度で実施する定期点検を基本とします。

◆今回の修繕計画は、令和4年度に実施した橋梁点検結果に基づいて立案します。
◆昭和村で管理する橋梁163橋に対し優先して計画を策定します。
◆点検により修繕が必要な損傷が見つかった場合は、次回点検までを目標に優先順位
を決めて
　修繕を実施します。

　橋梁を良好な状態に保つため、日常的な維持管理として、道路パトロールを実施すると
ともに、清掃や土砂詰まりの除去等の対応が容易な作業を実施します。

　健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針とともに、予防的な修繕等の

実施を徹底することにより、修繕・架替えに係わる事業費の大規模化を回避し、ライフサ

イクルコストの縮減を図ります。

◆新技術・新材料等の活用により、事業の効率化や費用縮減に努めます。
◆老朽化した橋梁や利用者が極端に少ない橋梁については、集約化、撤去、機能縮小
などの検
　討を行い、維持管理費用の縮減に努めます。
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５．長寿命化修繕計画による効果

1) 事後保全型の累積事業費 ---------------------------100 年間総費用 

2) 予防保全型の累積事業費 ---------------------------100 年間総費用 

3) コスト縮減の効果 － ＝

６．計画策定担当部署

１）計画策定担当部署

昭和村　建設課

0278-24-5111 (代表)

0278-25-3421 (直通)

31億9900万円

147億5800万円 31億9900万円 115億5900万円

予防保全を基本とした長寿命化修繕計画の実施により、従来の事後保全的な管理と比較
し、今後100 年間で115億5900万円のコスト縮減が見込めます。

147億5800万円
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